


賄っている。又、家庭用 FCCGS による熱出力は、

case1,6,7 の場合、日積算では熱出力のうち約 35％が

大気に放出されており、日平均総合効率は約67％である。

3.2　関西電力管内における年間の解析結果 : 図４に日

積算一次エネルギー削減量の年変化 (case1) を示す。

FC 住宅単体で終日定格運転を行う場合、冬季の一部を

除き、一次エネルギー消費量は増加する。しかし、家

庭用 FCCGS の導入により関西電力管内全体の電力需要

が減少し、時刻別一次エネルギー消費原単位が低下す

る。そのため、家庭用 FCCGS の導入前後で同等の電力

需要量である従来住宅及び非住宅部門では、年間を通

じて一次エネルギー消費量が削減される。従って関西

電力管内全体での一次エネルギー消費量は、case1 の場

合、50PJ 程度削減される。

　図５に各 case の年積算一次エネルギー削減量を示

す。case1 と case2 を比較すると、case2 の方が家庭用

FCCGS の発電効率が高いため、一次エネルギー削減量

は多くなる。case1,3,4 について運転方法で比較する

と、終日定格運転の場合の一次エネルギー削減量が最

も多く、終日電主運転の場合が最も少ない。case1 と

case5 を比較すると、case5 の方が給湯需要量が相対的

に多いため、FC 住宅における一次エネルギー削減量が

多く、年積算一次エネルギー削減量も多くなる。又、

case1,6,7 について FC 設置率で比較すると、設置率が

高いほど、一次エネルギー削減量は多くなる。

4　まとめ

① case1,6,7 の場合、冬季ピーク日において家庭用 FCC  

　GS の日平均総合効率は約 67％である。

② FC 住宅単体で終日定格運転を行う場合、冬季の一部

　を除き、一次エネルギー消費量は増加するが、従来

　住宅及び非住宅部門では年間を通じて一次エネルギ

　ー消費量が削減されるため、関西電力管内全体での

　一次エネルギー消費量は、case1 の場合、50PJ 程度

　削減される。

③ case1 と case2 を比較すると、case2 の方が家庭用 

　FCCGS の発電効率が高いため、一次エネルギー削減量    

　は多い。

④ case1,3,4 について運転方法で比較すると、終日定

　格運転の場合の一次エネルギー削減量が最も多く、終

　日電主運転の場合が最も少ない。

⑤ case1 と case5 を比較すると、case5 の方が給湯需要

　量が相対的に多いため、FC 住宅における一次エネル  

　ギー削減量が多く、年積算一次エネルギー削減量も多  

　くなる。

⑥ case1,6,7 について FC 設置率で比較すると、設置率   

　が高いほど、一次エネルギー削減量は多くなる。

　

注釈

※１　関西電力管内の世帯人員数は戸建住宅で 2.9 人、集合住宅で 1.9 人文１)。

※２　大津市、京都市、神戸市、大阪市、和歌山市、奈良市の６都市。

※３　世帯人員数が戸建住宅:３人、集合住宅:２人の場合及び、戸建住宅:４人、集合住宅:

　　　３人の場合においてそれぞれ電力消費 ･給湯スケジュールを算出する。

※４　自家発電により発電した余剰電力を電力会社線側に逆流させること。

      現在、電力会社は家庭用 FCCGS からの逆潮流を認めていない。

※５　大阪ガスの顧客数(約670万戸、H23年度)に対する家庭用FCCGSの総稼働台数の割合。

　　　本研究では 10％ ( 約 70 万戸 )、30％ ( 約 200 万戸 )、50％ ( 約 340 万戸 )とする。

※６　ピーク時間帯 :９時～ 19 時
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図２　FC 総合効率及び各種電力量の日推移
(冬季ピーク日 :2012 年２月２日 (木 )、case1,6,7、戸建住宅）

図４　日積算一次エネルギー削減量の年変化 (case1)
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図３　家庭用 FCCGS 稼働状態の時刻変化
(冬季ピーク日 :2012 年２月２日 (木 )、case1,6,7、戸建住宅） 図５　各 case の年積算一次エネルギー削減量
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